
(57)【要約】
【課題】優れた流動性を備えた金属造粒粉末体、及び金属造粒粉末体の製造方法、並びに
金属粉末体を提供する。
【解決手段】金属粉末を造粒してなる金属造粒粉末に、流動性改善剤を添加してなる金属
造粒粉末体である。金属粉末を造粒して金属造粒粉末を製造する造粒工程と、前記金属粉
末に流動性改善剤を添加する添加工程と、を備えてなる金属造粒粉末体の製造方法である
。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 粉 末 を 造 粒 し て な る 金 属 造 粒 粉 末 に 、 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 し て な る 金 属 造 粒 粉 末 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 粉 末 は 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 は 、 少 な く と も Ｓ ｉ Ｏ ２ を ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 ん で な る 無 水 シ リ カ を 含 ん
で な る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｓ ｉ Ｏ ２ は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の 金 属 造 粒 粉
末 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 は 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 に 対 し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 で
添 加 さ れ て な る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 金 属 造 粒 粉 末 は 合 金 か ら な り 、 当 該 合 金 成 分 と し て 少 な く と も シ リ コ ン を 含 ん で な る
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 。
【 請 求 項 ７ 】
金 属 粉 末 を 造 粒 し て 金 属 造 粒 粉 末 を 製 造 す る 造 粒 工 程 と 、
前 記 金 属 粉 末 に 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 す る 添 加 工 程 と 、 を 備 え て な る 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 前 記 金 属 粉 末 を 製 造 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 は 、 少 な く と も Ｓ ｉ Ｏ ２ を ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 ん で な る 無 水 シ リ カ を 含 ん
で な る 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 Ｓ ｉ Ｏ ２ は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の 金 属 造 粒 粉
末 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 を 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 に 対 し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 で
添 加 す る 請 求 項 ７ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 金 属 造 粒 粉 末 は 合 金 か ら な り 、 当 該 合 金 成 分 と し て 少 な く と も シ リ コ ン を 含 ん で な る
請 求 項 ７ な い し 請 求 項 １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
金 属 粉 末 に 、 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 し て な る 金 属 粉 末 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 金 属 粉 末 は 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ て な る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 金 属 粉 末 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 は 、 少 な く と も Ｓ ｉ Ｏ ２ を ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 ん で な る 無 水 シ リ カ を 含 ん
で な る 請 求 項 １ ３ ま た は 請 求 項 １ ４ 記 載 の 金 属 粉 末 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 無 水 シ リ カ は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 金 属 粉
末 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 は 、 前 記 金 属 粉 末 に 対 し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 添 加
さ れ て な る 請 求 項 １ ３ な い し 請 求 項 １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 金 属 粉 末 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 金 属 造 粒 粉 末 体 、 及 び 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 、 並 び に 金 属 粉 末 体 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 金 属 の 微 粉 末 を 造 粒 し 、 得 ら れ た 造 粒 粉 末 を 使 用 し て 、 一 般 の 粉 末 冶 金 法 に よ
り 各 種 部 品 を 製 造 す る 方 法 が あ る 。 こ の 従 来 の 粉 末 冶 金 法 で は 、 相 対 密 度 （ 真 密 度 に 対 す
る 相 対 値 ） が 十 分 に 高 い 部 品 を 製 造 す る こ と が 困 難 で あ る 。
こ こ で 、 部 品 の 相 対 密 度 が 低 い と 、 以 下 の よ う な 欠 点 が あ る 。 す な わ ち 、
（ １ ） 一 般 構 造 材 料 で は 、 強 度 不 足 や 機 能 性 が 欠 如 す る 虞 が あ る 。
（ ２ ） ス テ ン レ ス 鋼 の 場 合 、 溶 解 材 に 比 較 し て 耐 食 性 が 劣 る た め 、 Ｎ ｉ 、 Ｍ ｏ 、 Ｃ ｒ 等 の
合 金 元 素 を 多 量 に 含 有 さ せ て 、 低 い 耐 食 性 を 補 っ て い る 。
（ ３ ） 磁 性 材 料 で は 、 た と え 磁 気 特 性 が 優 れ て い て も 、 適 用 範 囲 が 限 定 さ れ る 。
（ ４ ） 難 加 工 性 材 料 、 例 え ば 高 速 度 鋼 等 は 成 形 で き ず 、 粉 末 冶 金 法 で の 部 品 の 生 産 は 限 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 こ の よ う な 欠 点 を 解 決 す る た め 、 例 え ば 、 平 均 粒 径 が １ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 水 ア ト マ
イ ズ 金 属 原 料 粉 末 に バ イ ン ダ を 加 え て 造 粒 し て 得 ら れ る 、 平 均 粒 径 が １ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ の
水 ア ト マ イ ズ 金 属 粉 末 の 造 粒 粉 末 が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ０ ６ ８ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 平 均 粒 径 が 約 １ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 金 属 原 料 粉 末 を 使 用 し て 得 ら れ た 造 粒 粉 末
は 、 金 型 へ の 充 填 が 不 均 一 に な り 易 い 、 あ る い は 、 こ の 造 粒 粉 末 を プ レ ス 成 形 し て 得 た 成
形 体 の 重 量 に ば ら つ き が 生 じ 易 い 、 成 形 体 を 焼 結 し て 得 ら れ る 焼 結 部 品 の 密 度 が ば ら つ き
易 い 等 の 欠 点 が 未 だ 残 る こ と か ら 、 さ ら に 流 動 性 を 向 上 さ せ る こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 造 粒 粉 末 を 改 良 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ り 、 優 れ た 流
動 性 を 備 え た 金 属 造 粒 粉 末 体 、 及 び 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 、 並 び に 金 属 粉 末 体 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 金 属 粉 末 を 造 粒 し て な る 金 属 造 粒 粉 末 に 、 流 動 性 改 善
剤 を 添 加 し て な る 金 属 造 粒 粉 末 体 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 を 備 え た 金 属 造 粒 粉 末 体 は 、 優 れ た 流 動 性 を 備 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、
前 記 金 属 造 粒 粉 末 体 の 金 型 等 へ の 充 填 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 金 属 造 粒 粉 末 体 を 使 用 し て プ レ ス 成 形 し て 得 た 成 形 体 の 重 量 を 均 一 化 さ せ る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 成 形 体 を 焼 結 し て 得 ら れ る 焼 結 部 品 の 密 度 を 均 一 化 さ せ る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 金 属 粉 末 と し て は 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 流 動 性 改 善 剤 と し て は 、 少 な く と も 無 水 シ リ カ を 含 ん で い る も の を 使 用 す る こ
と が で き る 。 こ の 前 記 流 動 性 改 善 剤 と し て 無 水 シ リ カ を 含 ん で い る も の を 使 用 す る こ と で
、 無 水 シ リ カ の 持 つ シ ラ ノ ー ル 基 が 金 属 造 粒 粉 末 の 表 面 に 作 用 し て 、 さ ら に 優 れ た 流 動 性
を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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こ の 無 水 シ リ カ と し て は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ を ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 ん だ も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 前 記 無 水 シ リ カ と し て は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を
好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て ま た 、 こ の 流 動 性 改 善 剤 は 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 に 対 し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重
量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． １ 重 量 ％ の 範 囲 で 添 加 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 流 動 性 改 善 剤 の 前 記 金 属 造 粒 粉 末 に 対 す る 添 加 量 が 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ 未 満 で あ る と 、
十 分 な 流 動 性 の 改 善 が 行 わ れ な い 傾 向 に あ る 。 ま た 、 前 記 流 動 性 改 善 剤 の 前 記 金 属 造 粒 粉
末 に 対 す る 添 加 量 が 、 ０ ． ５ 重 量 ％ を 越 え る と 、 こ の 金 属 造 粒 粉 末 体 を 使 用 し て 得 た 成 形
体 の 成 形 密 度 や 、 焼 結 体 の 焼 結 密 度 が 低 下 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 と し て は 、 合 金 か ら な り 、 当 該 合 金 成 分 と し て 少 な く と も シ リ コ
ン を 含 ん で い る も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 こ の 流 動 性 の 値 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ２ ５ ０ ２ に 基 づ い て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 金 属 粉 末 を 造 粒 し て 金 属 造 粒 粉 末 を 製 造 す る 造 粒 工 程 と 、 前 記 金 属 粉 末
に 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 す る 添 加 工 程 と 、 を 備 え て な る 金 属 造 粒 粉 末 体 の 製 造 方 法 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 優 れ た 流 動 性 を 備 え た 金 属 造 粒 粉 末 体 を 得 る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 金 属 造 粒 粉 末 体 の 金 型 等 へ の 充 填 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 金 属
造 粒 粉 末 体 を 使 用 し て プ レ ス 成 形 し て 得 た 成 形 体 の 重 量 を 均 一 化 さ せ る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 成 形 体 を 焼 結 し て 得 ら れ る 焼 結 部 品 の 密 度 を 均 一 化 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に か か る 製 造 方 法 で は 、 前 記 金 属 粉 末 を 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り を 製 造 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に か か る 製 造 方 法 で は 、 前 記 流 動 性 改 善 剤 と し て 、 少 な く と も 無 水 シ リ カ を
含 ん で い る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 無 水 シ リ カ と し て は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ を ９ ５ 重 量
％ 以 上 含 ん だ も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 そ し て ま た 、 前 記 無 水 シ リ カ と し て は
、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き 、 さ ら に 好 ま
し く は 、 １ ５ ｎ ｍ 以 下 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に ま た 、 本 発 明 に か か る 製 造 方 法 で は 、 こ の 流 動 性 改 善 剤 は 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 に 対
し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． １ 重 量 ％
の 範 囲 で 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て ま た 、 本 発 明 に か か る 製 造 方 法 で は 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末 と し て 、 合 金 か ら な り 、 当
該 合 金 成 分 と し て 少 な く と も シ リ コ ン を 含 ん で い る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に ま た 本 発 明 は 、 金 属 粉 末 に 、 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 し て な る 金 属 粉 末 体 を 提 供 す る も
の で あ る 。 こ の 構 成 を 備 え た 金 属 粉 末 体 は 、 優 れ た 流 動 性 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 金 属 粉 末 体 の 構 成 要 素 で あ る 前 記 金 属 粉 末 と し て は 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 し た
も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に か か る 金 属 粉 末 体 の 構 成 要 素 で あ る 流 動 性 改 善 剤 と し て は 、 少 な く と も 無
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水 シ リ カ を 含 ん で い る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 無 水 シ リ カ と し て は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２

を ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 ん だ も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 無 水 シ リ カ と し
て は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き 、 さ ら に
好 ま し く は 、 １ ５ ｎ ｍ 以 下 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て ま た 、 本 発 明 に か か る 金 属 粉 末 体 で 使 用 さ れ る 流 動 性 改 善 剤 は 、 前 記 金 属 造 粒 粉 末
に 対 し 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． １ 重
量 ％ の 範 囲 で 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て ま た 本 発 明 は 、 金 属 粉 末 に 対 し 、 無 水 シ リ カ を ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ の 範
囲 で 含 ん で な る 金 属 粉 末 体 を 提 供 す る も の で あ る 。 こ の 構 成 を 備 え た 金 属 粉 末 体 も 、 優 れ
た 流 動 性 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 こ の 流 動 性 の 値 は 、 上 記 と 同 様 の 方 法 に よ っ て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 金 属 粉 末 と し て は 、 例 え ば 、 鉄 、 鉄 合 金 （ 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 珪 素 鋼 、 構 造 用 鋼
、 工 具 鋼 、 高 速 度 鋼 、 ア ル ニ コ 合 金 、 セ ン ダ ス ト 合 金 、 パ ー メ ン ジ ュ ー ル 合 金 、 パ ー マ ロ
イ 合 金 等 ） 、 ニ ッ ケ ル 、 ニ ッ ケ ル 合 金 （ パ ー マ ロ イ 等 ） 、 ク ロ ム 、 ク ロ ム 合 金 、 コ バ ル ト
、 コ バ ル ト 合 金 、 チ タ ン 、 チ タ ン 合 金 等 の 金 属 粉 末 を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に か か る 金 属 造 粒 粉 末 体 及 び そ の 製 造 方 法 、 並 び に 金 属
粉 末 体 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 以 下 に 記 載 さ れ る 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め の 例 示 で あ り 、 本 発 明 を こ
れ ら の 実 施 の 形 態 に の み 限 定 す る も の で は な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 そ の 要 旨 を 逸 脱
し な い 限 り 、 様 々 な 形 態 で 実 施 す る こ と が で き る 。
（ 金 属 造 粒 粉 末 体 及 び そ の 製 造 方 法 ）
本 実 施 の 形 態 に か か る 金 属 造 粒 粉 末 体 の 構 成 要 素 で あ る 金 属 造 粒 粉 末 は 、 水 ア ト マ イ ズ 法
に よ り 製 造 さ れ た 金 属 原 料 粉 末 を 造 粒 装 置 に 投 入 し 、 バ イ ン ダ （ 結 合 樹 脂 ） を 添 加 し て 混
合 し て 造 粒 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 表 １ に 示 す 化 学 成 分 を 備 え 、 平 均 粒 径 が ２ ～ ６ ０ μ ｍ 程 度 の ス テ ン レ
ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ ） を 金 属 原 料 粉 末 と し て 用 い た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ た 金 属 原 料 粉 末 を 使 用 し た が 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 所 望 に よ り 、 例 え ば 、 ガ ス ア ト マ イ ズ 法 等 、 他 の 方 法 に
よ り 製 造 さ れ た 金 属 原 料 粉 末 を 使 用 し て も よ い し 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ た 金 属
原 料 粉 末 と 、 他 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 金 属 原 料 粉 末 を 混 合 し た も の を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 造 粒 法 と し て は 、 混 合 造 粒 法 、 強 制 造 粒 法 、 熱 利 用 造 粒 法 の い ず れ を 使 用 し て も 良 い
が 、 好 ま し く は 、 回 転 皿 や 、 回 転 円 筒 や 、 回 転 円 錐 等 を 使 用 す る 転 動 方 式 の 混 合 造 粒 法 を
使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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ま た 、 バ イ ン ダ と し て は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 ワ ッ ク ス 等 の
有 機 物 や 、 水 と 有 機 物 の 混 合 物 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の バ イ ン ダ の 添 加 量 は 、 金
属 原 料 粉 末 の 重 量 に 対 し て 、 バ イ ン ダ 中 の 有 効 成 分 で ０ ． １ 重 量 ％ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 さ ら に
好 ま し く は 、 ０ ． ２ 重 量 ％ ～ ５ 重 量 ％ で あ り 、 所 望 に よ り 可 塑 剤 等 を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 造 粒 装 置 と し て 転 動 流 動 造 粒 装 置 （ 株 式 会 社 パ ウ レ ッ ク 製 ） を
使 用 し た 。 こ の 転 動 流 動 造 粒 装 置 に 金 属 原 料 粉 末 ５ ０ ｋ ｇ を 供 給 し 、 回 転 デ ィ ス ク 部 を 回
転 さ せ な が ら バ イ ン ダ と し て メ チ ル ア ル コ ー ル を 溶 媒 と す る Ｐ Ｖ Ｐ （ ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド
ン ） ５ ％ 溶 液 を 連 続 的 に 供 給 し て 造 粒 し た 。 こ の 際 の 給 気 量 （ 空 気 ） は 約 ８ ． ５ ｍ ３ ／ ｈ
ｒ 、 給 気 温 度 は ７ ０ ℃ 、 回 転 デ ィ ス ク 部 の 回 転 数 は 約 ２ ０ ５ ｒ ｐ ｍ で 、 造 粒 粉 末 の 温 度 は
約 ３ ５ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 バ イ ン ダ の 供 給 量 は 約 １ １ ０ ｇ ／ 分 で あ り 、 造 粒 時 間 は １ ２ ０
～ １ ８ ０ 分 で 、 乾 燥 時 間 は 約 １ ０ 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に し て 、 平 均 粒 径 が １ ０ ～ １ ５ ０ μ ｍ 程 度 の 金 属 造 粒 粉 末 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 こ の 金 属 造 粒 粉 末 に 対 し 、 表 ２ に 示 す 添 加 量 （ 重 量 ％ ） で 、 無 水 シ リ カ を 混 合 し た
。 こ の 無 水 シ リ カ と し て は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ が ９ ５ 重 量 ％ 以 上 含 有 さ れ て お り 、 一 次 粒 子 の 平 均
粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を 使 用 し た 。 金 属 造 粒 粉 末 と 無 水 シ リ カ の 混 合 は 、 Ｖ 型 ブ レ
ン ダ ー を 使 用 し 、 約 ２ ０ 分 間 行 っ た 。 こ の よ う に し て 、 無 水 シ リ カ が 添 加 さ れ た 金 属 造 粒
粉 末 体 （ 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ６ 、 比 較 例 １ ） を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 成 形 体 及 び 焼 結 体 の 製 造 ）
前 述 し た ブ ラ ン ク 、 実 施 例 １ ～ ６ 、 比 較 例 １ の 各 々 に つ い て 、 プ レ ス 機 を 使 用 し て 成 型 圧
力 ５ ｔ ／ ｃ ｍ ２ で 加 圧 成 形 し 、 直 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ ２ ０ ｍ ｍ の 円 盤 状 試 験 片 を 製 造 し た 。
次 に 、 こ れ ら の 円 盤 状 試 験 片 の 密 度 （ 成 形 密 度 ： ｇ ／ ｃ ｍ ３ ） を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表
３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 前 記 円 盤 状 試 験 片 を 水 素 雰 囲 気 の 焼 結 炉 に お い て １ ３ ５ ０ ℃ で ３ 時 間 焼 結 し た 後 、
密 度 （ 焼 結 密 度 ： ｇ ／ ｃ ｍ ３ ） を 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ３ 】
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表 ３ か ら 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 １ ～ ６ は 、 ブ ラ ン ク に 比 べ 、 成 形 密 度 、 焼 結 密 度 の 両 方
と も ブ ラ ン ク と 有 意 差 無 く 、 正 常 な 値 が 得 ら れ て い る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 実 施 例 １ ～ ６ か ら 得 ら れ た 焼 結 体 に 残 存 し て い る 無 水 シ リ カ は 、 無 水 シ リ カ 添 加 量
０ ． １ ％ ま で は 、 無 添 加 品 と 有 意 差 が 無 く 均 一 分 散 さ れ て い る が 、 添 加 量 ０ ． ５ ％ を 超 え
て く る と 、 凝 集 現 象 が み ら れ る 。
（ 金 属 粉 末 体 の 製 造 ）
次 に 、 水 ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 さ れ 、 表 １ に 示 す 化 学 成 分 を 備 え 、 平 均 粒 径 が ２ ～ ６ ０
μ ｍ 程 度 の ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ ） か ら な る 金 属 原 料 粉 末 に 対 し 、 表 ４ に 示 す 添
加 量 （ 重 量 ％ ） で 、 無 水 シ リ カ を 混 合 し た 。 こ の 無 水 シ リ カ は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ が ９ ５ 重 量 ％ 以
上 含 有 さ れ て お り 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が 、 ５ ０ ｎ ｍ 以 下 の も の を 使 用 し た 。 金 属 造 粒 粉
末 と 無 水 シ リ カ の 混 合 は 、 ０ ． ０ １ ％ ～ １ ． ０ ％ と し 、 Ｖ 型 混 合 機 を 使 用 し 、 約 ２ ０ 分 間
行 っ た 。 こ の よ う に し て 、 無 水 シ リ カ が 添 加 さ れ た 金 属 粉 末 体 （ 実 施 例 ７ ～ １ ２ 、 比 較 例
２ を 得 た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 ブ ラ ン ク （ 流 動 性 改 善 剤 を 添 加 し な い も の ） 、 実 施 例 ７ ～ １ ２ 、 比 較 例 ２ に つ い て
、 見 か け 密 度 （ ｇ ／ ｍ ３ ） 、 流 動 性 、 安 息 角 を 前 記 と 同 様 の 方 法 で 測 定 し た 。 こ の 結 果 を
表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表 ４ か ら 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 ７ ～ １ ２ は 、 ブ ラ ン ク 及 び 比 較 例 ２ に 比 べ 、 流 動 性 が 改
善 さ れ 、 安 息 角 が 小 さ く な っ て い る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 金 属 造 粒 粉 末 体 及 び 金 属 粉 末 体 は 流 動 性 が 大
幅 に 改 善 さ れ た 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-332016 A 2004.11.25



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4K017 AA04  BA03  BA04  BA06  BB04  BB06  BB07  EB01  FA17 
　　　　 　　  4K018 BA04  BA13  BB10  BC11  BC12  CA07 

(8) JP 2004-332016 A 2004.11.25


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

